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はじめに
く経絡〉
ν東京海洋大学では、2002年より多波長ミー ・ラマン散乱ライター により、
対流圏エアロゾルの光学的性質［355_532『 !064凹nでの後方散乱係
数、355.532 nmでの消散係数、 531JU11での粒子偏光解消度］及び水
蒸気混合比の同時観測を行ってきた（：；~＋1., .1 o1,-¥＼）。
ザ J~i2nのデータセットをインバージョンコードにより解析し、シベリア森
林火災起源のエアロゾルの微物理量（有効半径、単散乱アルペドな
ど｝を導出するのに成功した（Mlra、制1,act ,1., GRL. 2004）。
• 2015年秋より、355nm光によるUVラマンライダー として稼働している固
く目的〉
νESAとJAXAの共同開発による地球観jflJ衛星EmthCAREI：猪敵される
ATLtD(355nm. HSRL)の地上倹'li⑮
J東京都心上空のエアロゾルの光学的特性の特徴や湿度影響について
探求する，
ザサンフオトメー ター 、スカイラジオメー ター 等による対涜図工アロゾルの
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解析事例
〆2015年ll月4日9・56～20:19
17:39～20:39→ラマンモー ド
ザホー－97・1しサン7オトメー型－ EKO,
MS-1201＝よる光学的厚さの
観測を実施（Manual)。
4 日中のサンフォト＋ライダー（ミー
散乱）解析からライダー 比s.の
決定。15・：43今 s,.-56sr 
〆夜間はラマンライダーから直
媛、s.t.Jt求まる。0.5～1.7km 
avg.ーラ s.=49土J7sr 
4 水蒸気混合比は館野のラシ．オ
γンデ観測と一致が良い。
現在の観測及び解析方法
サンフォトメーター観測との比敏から、晴天時日中よりライタ・一
観測を開始。日中はlch唱355nmのミー散乱のみ記録し、日没後、
3ah (3SS‘387, 408nm）のラマンライダー測定に移行。
d夜間はラジオゾンデ観測（官官野）のある2JJSTを挟み、3時間以
上継続して測定する。
ィライダーの解析にはラジゾンデのデータを用いるυ水蒸気混合
比は学内の気象データで校E匂
ラマンライダーの解析方法：Whileinanet al. (AO, J992）も
Ansmann el al. (AO, I 992トj皮長の違いによる補正計算に用い
る工アロγ，レ消散係数の波長依存性IiLO±OJとした。
J夜間の3時間程度のデータを積算、高度分解能120mで解析。
ザホ“一灼．ルサン7オトメ－'Jーから、.355nruの光学的厚さは、J68nrnと
500nmの健からオンゲルローム指数を求め外掃。
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ヱアロゾル鉛直分布の時間変化
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4;J皮長及び5波長の2台のPortal】leSun photometerを利用。
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今後の課題・方針
，サンフオトメーターの気象研での比較検定が重要である（2016.12実胞）。
回t骨格子型サンフォトメー ター （P陪dl'.PGS-100）は連続稼働‘比較検定
も実施済み。
4スカイラジオメー ター （P問de.POM・01）も稼働‘skynetlこて自動解析
(hnp：／八刊•w-lidar. nies且ojp/skinet＿伽 p/indc：，：判1p）。
〆日中と夜間でのライダー比s，の比較。
d一般に、夜間、大気境界層では絶対温度が場加する。Lidnrで
humidifiαrio月初torが捻定できないか？
d東京都心部と東京湾聞の局地循循環の指練的観測点E
ザラマンライダーの声機能化：偏光解消度jlj定z日中の消散係数の測定
（狭視野角化、狭帯場干渉フィルタ一、レーザーの寓出力化など）。
